
令和６年度 年間学習指導計画案 

科目 世界史探究 単位数 ４単位 学年・学科・コース ３年・普通科・普通コース（文系） 

使用教科書 世界史探究（東京書籍） 副教材等 グローバルワイド最新世界史図表（第一学習社） 

 

１．学習の到達目標と評価の観点 

学習の到達目標 

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象を、地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解すると

ともに、諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。 

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互

の関連や現代世界とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に

見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、

それらを基に議論したりする力を養う。 

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探

究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民として

の自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚を深める。 

 

評価の観点 

ａ．知識・技能 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．主体的に学習に取り組む態度 

世界の歴史の諸事象について、地理的条件

や日本の歴史と関連づけながら理解する

とともに、諸資料からさまざまな情報を適

切かつ効果的に調べまとめられる。 

世界の歴史事象の意味や意義、特色などを

時期や年代、相互の関連や現代とのつなが

りなどに着目して、多面的・多角的に考察

し、それらを説明、また、議論できる。 

世界の歴史の諸事象について、主体的に探

究しようとする態度を持つともに、我が国

の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を

尊重する姿勢などを持っている。 

 

２．学習計画及び評価規準、評価方法 

月 学習項目 学習内容（ねらい） 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

４ 

第 13 章 主権国家体制の形

成と地球規模での交易の拡

大 

 

16 世紀から 17 世紀にかけてヨ

ーロッパにあらわれた新しい

国家には，どのような特徴があ

ったのか，また，その形成には

どのような要因が働いていた

のかなどについて理解する。 

○   
主権国家体制の形成と地球規模での交易の

拡大を構造的に理解している。 

定期考査 

授業態度 

課題 

プリント 

 ○  

主権国家の特徴と経済活動との関連，ヨーロ

ッパ社会や文化の特色などを多面的・多角的

に考察し，表現している。 

  ○ 

「主権国家体制の形成と地球規模での交易

の拡大」の内容に対して，見通しをもって学

習に取り組もうとしている。 

５ 

第 14 章 国民国家と近代社

会の形成 

18 世紀半ばから 19 世紀半ばに

かけて，欧米で産業革命や，国

民が政治の主体となる国家を

建設しようとする動きが広が

ったのはなぜか，また，このよ

うな変革は，現代までどのよう

な影響を与えているのかにつ

いて理解する。 

○   
国民国家と近代民主主義社会の形成を構造

的に理解している。 

 ○  

産業革命や環大西洋革命の意味や意義，自由

主義とナショナリズムの特徴などを多面的・

多角的に考察し，表現している。 

  ○ 

「国民国家と近代社会の形成」の内容に対し

て，見通しをもって学習に取り組もうとして

いる。 

 

６ 

第 15 章 世界市場の形成と

アジア諸国の変容 

産業革命で先行したイギリス

が 19 世紀半ばに自由貿易体制

を推進したのに対し，後発のヨ

ーロッパ諸国はどのように対

応したのか，また，ヨーロッパ

発の工業化の波はアジア諸国

に何をもたらしたのかについ

て理解する。 

○   
世界市場の形成とアジア諸国の変容を構造

的に理解している。 

 ○  

労働力の移動を促す要因，イギリスの覇権の

特徴，アジア諸国の変容の地域的な特徴など

を多面的・多角的に考察し，表現している。 

  ○ 

「世界市場の形成とアジア諸国の変容」の内

容に対して，見通しをもって学習に取り組も

うとしている。 

７ 

第 16 章 アジア・アフリカ

諸国の統治再編と世界分割

の進行 

アジア諸国が自国の危機をど

のように認識し，欧米列強と対

峙しながらいかに改革をすす

めたのか，また，欧米列強はな

ぜアジアやアフリカなどに進

出しようとしたのかについて

理解する。 

○   
世界分割の進展とナショナリズムの高まり

を構造的に理解している。 

定期考査 

授業態度 

課題 

プリント 

 ○  

世界経済の構造的な変化，列強の帝国主義政

策の共通点と相違点，アジア諸国のナショナ

リズムの特徴などを多面的・多角的に考察

し，表現している。 

  ○ 

「アジア・アフリカ諸国の統治再編と世界分

割の進行」の内容に対して，見通しをもって

学習に取り組もうとしている。 

 

 



月 学習項目 学習内容（ねらい） 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
ａ ｂ ｃ 

８ 

第 17 章 第一次世界大戦の

展開と諸地域の変容 

第一次世界大戦は，なぜ「世界

大戦」とよばれ，それまでの戦

争とどのような点において異

なるのか，そして，それぞれの

地域において戦争の経験はど

のような意味をもったのかな

どについて理解する。 

○   
第一次世界大戦の展開と諸地域の変容を構

造的に理解している。 

定期考査 

授業態度 

課題 

プリント 

 ○  

第一次世界大戦後の国際協調主義の性格，ア

メリカ合衆国の台頭の要因，アジア・アフリ

カのナショナリズムの性格などを多面的・多

角的に考察し，表現している。 

  ○ 

「第一次世界大戦の展開と諸地域の変容」の

内容に対して，見通しをもって学習に取り組

もうとしている。 

９ 

第 18 章 国際協調体制の動

揺と第二次世界大戦 

世界恐慌は，経済や政治をどの

ように変化させたのか，また，

そのなかで台頭したファシズ

ム国家によってひきおこされ

た第二次世界大戦の推移は，戦

後の国際秩序の再編にどのよ

うな影響を与えたのかについ

て理解する。 

○   
国際関係の緊張と対立を構造的に理解して

いる。 

 ○  

世界恐慌に対する諸国家の対応策の共通点

と相違点，ファシズムの特徴，第二次世界大

戦に向かう国際関係の変化の要因などを多

面的・多角的に考察し，表現している。 

  ○ 

「国際協調体制の動揺と第二次世界大戦」の

内容に対して，見通しをもって学習に取り組

もうとしている。 

１０ 

第 19 章 第二次世界大戦と

戦後の東アジア 

第二次世界大戦中のアジアの

戦後構想と実際のアジアの戦

後は，どのような点が連続し，

あるいは異なっていたのかに

ついて理解する。 

○   
第二次世界大戦の展開と諸地域の変容を構

造的に理解している。 

授業態度 

課題 

プリント 

 ○  

第二次世界大戦中の連合国による戦後構想

と大戦後の国際秩序との関連，アジア諸国の

独立の地域的な特徴を多面的・多角的に考察

し，表現している。 

  ○ 

「第二次世界大戦と戦後の東アジア」の内容

に対して，見通しをもって学習に取り組もう

としている。 

１１ 

第 20 章 冷戦の世界化と国

際制度 

冷戦のもとで，世界の平和はど

のように模索されたのか，ま

た，冷戦は世界に広がるなか

で，それぞれの地域でどのよう

な意味をもったのかについて

理解する。 

○   

紛争解決の取り組みと課題，格差の是正の取

り組みと課題，知識基盤社会の展開と課題を

理解している。 

 ○  

国際連盟と国際連合との共通点と相違点，先

進国による経済援助や経済の成長が見られ

た地域の特徴，第二次世界大戦後の科学技術

の高度化と政治・経済・社会の変化との関連

性などを多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

  ○ 

「冷戦の世界化と国際制度」の内容に対し

て，見通しをもって学習に取り組もうとして

いる。 

１２ 

第 21 章 冷戦の変容・終結

と経済のグローバル化 

冷戦の変容にともない，アメリ

カ合衆国の経済覇権はどのよ

うに動揺したのか，また，その

後に生じた経済のグローバル

化は何を契機におこり，世界経

済をどのようにかえていった

のかについて理解する。 

○   

紛争解決の取り組みと課題，格差の是正の取

り組みと課題，知識基盤社会の展開と課題を

理解している。 

 ○  

冷戦下の紛争解決と冷戦後の紛争解決との

共通点と相違点，紛争と経済や社会の変化と

の関連性，諸地域間の経済格差や各国内の経

済格差の特徴，経済格差と政治や社会の変化

との関連性，科学技術の高度化と政治・経済・

社会の変化との関連性などを多面的・多角的

に考察し，表現している。 

  ○ 

「冷戦の変容・終結と経済のグローバル化」

の内容に対して，見通しをもって学習に取り

組もうとしている。 

１ 

第 22 章 21 世紀の地球的課

題と人類社会 

21世紀に入り，地球上ではどの

ような問題が生じ，人類社会は

どのような課題に直面し，それ

を克服しようとしているのか

について，これまでの歴史をふ

まえ，その課題に取り組む当事

者として考える。 

○   

紛争解決の取り組みと課題，格差の是正の取

り組みと課題，知識基盤社会の展開と課題を

理解している。 

授業態度 

課題 

プリント 

 ○  

紛争と経済や社会の変化との関連性，経済格

差と政治や社会の変化との関連性，現代の科

学技術や文化の歴史的な特色，第二次世界大

戦後の科学技術の高度化と政治・経済・社会

の変化との関連性などを多面的・多角的に考

察し，表現している。 

  ○ 

「21 世紀の地球的課題と人類社会」の内容

に対して，見通しをもって学習に取り組もう

としている。 

 


